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水稲情報

◆現在の生育状況

５月下旬の急な高温による強還元障害と藻の発生で葉色低下・株付きが少な
かったが、６月上～中旬に中干しをしたことによって還元障害が解消され、葉
色が戻り、生育は平年並みに回復しました。

令和４年産米の出荷に向け、JAでは下記方法で米の出荷作業労力の軽減
をお手伝いします。

・個人調製米の庭先集荷
お電話にて作業所等へ米の集荷に伺います。

・個人調製フレコン出荷 本年より受付品種の拡大を行いました！！

主食用米：あきたこまちスタンダード・コシヒカリ（プレミア米・JA米）・
みずかがみプレミア米・きぬむすめ、
備蓄米：（あきたこまち・コシヒカリ・キヌヒカリ・日本晴）、飼料用米
フレコンでの出荷により、作業の軽減ができます。
※計量機等の設備が必要となります。

・乾燥調製施設への主食用米の本乾燥籾出荷
自家乾燥した籾(水分１６％以下)を低料金にて施設で荷受けします。
籾摺り・籾殻捨て等の作業から解放されます。

利用料金 乾籾60kgあたり660円（税込）
※立毛での圃場乾燥は対象としません。

ご利用につきましては、事前のお申込みが必要となります。
詳しくは各地域のＴＡＣ担当へお問い合わせ下さい。

令和４年産米の出荷に向けて



・斑点米の原因となるカメムシ類は、ヒエ等
イネ科雑草の穂を好み、畦畔に集まります。
そこで、イネの出穂３週間前（７月10
日頃）と出穂期（７月30日頃）の２回
草刈りを行い、カメムシ類を寄せ付けない
ようにしましょう。

中耕・培土は大豆栽培における雑草防除・倒伏防止・生育促進に効果があ
ります。作業が遅れ開花期近くになると根を傷めるため、生育初期（播種後
20～35日頃）に必ず2回行います。

大豆情報（中耕・培土）

大豆情報（除草剤紹介）

・出穂前後各３週間は湛水管理を確実に行いましょう。
・尻水戸を閉じ、かけ流しをせず、田面が露出しないよ
うに管理しましょう。

1．湛水管理を確実に

2．カメムシ対策！畦畔を２回草刈

第１回目：本葉２～３枚の頃に子葉が隠れる程度の位置まで行います。

第２回目：本葉４～５枚の頃に初生葉が隠れる程度の位置まで行います。

マルバルコウ

※薬液が直接大豆にかかった場合薬害
が現れることがございます。ご注意下さい。

難防除雑草に効果がある薬剤「アタックショット乳剤」をご紹介します。
○大豆生育期（本葉２葉期～開花期）の全面茎葉散布で一年生広葉雑草
の防除ができ省力的です。
○右記の様な雑草に高い効果を示し、帰化アサガオ類に対しても有望な
対策剤として注目されています。
○処理翌日には効果が発現し、速やかに枯死、生育抑制に至ります。

使用時期：収穫４５日前まで、本薬剤使用回数：１回

※薬害の恐れがあるため、購入の際には使用確認書の提出
が必要となります。

イヌホオズキ



高品質大豆生産に向けた研修会を開催いたします！
と き：令和４年７月21日（木）午後２：００～午後４：００

ところ：JA北びわこ本店別館大ホール
※お車の駐車場所については、JA北びわこ湖北支店駐車場のご利用はお控えいただき、
長浜市役所湖北支所西側駐車場（JA北びわこ本店北側）をご利用ください。

対象型式 ライスタ・ＰＢ・ＰＭ（巡回点検時）
ライスタ（巡回点検以外）

点検料金
（巡回点検時） 申込者負担 1台 1,000円（消費税別）
（巡回点検以外） 申込者負担 1台 1,500円（消費税別）

点検機種 「ケット製穀類水分計」
※部品交換、調製が生じた場合別途費用がかかります。
※今回の巡回点検以外の場合、別途送料が往復1台2,400円（消費税別） 必要となります。
※点検料金は購買未収金で請求させて頂きます。

点検申込方法
紛失防止のため、水分計のみお名前がわかるようにして、各営農経済係までご持参ください。
（ケース・付属品はお預かりできません）

ケット製 穀類水分計の点検について

米の水分は食味に大きく影響し、乾燥調製の段階では正確な水分測定が重要となります。
また、米の検査についても正確な水分測定が重要です。この機会に点検を受けてみてはど
うですか？
注：水分計の老朽化により、以前の点検で正確な数値が測定できない旨の通知をされているものにつきま
しては、点検できませんのでご了承をお願いいたします

持込期限間近です！

研修参加には事前申し込みが必要です！
参加をご希望される方は担当TACまでご連絡ください！
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